
太田亜親､松瀬丈浩､市原正寛､木村睦､宇佐美久尚

目的別テーマ:光伝導性液晶半導体の開発

17年度研究テーマ

16-4-10 :光伝導性液晶半導体の高速合成と自発配向試料の開発

ABSTRACT

Discogenic (C8S)8PcM(M-Cu, Zn･ Nl) semiconductors were synthesized by using our hand-made

mictVWaVe apparatus in order to reveal the ejfect of metal salt on the yields･ We found that the highest

reached temperature of the organic solvent(glycerin) containing only a metal salt by microwave

irradiation is veyy related to the yield of the discogenic (C8S)8PcM complex･ This means that we can

predict the highest yield･ Comparing the highest reached temperature of the organic solvent(glycerin)

containing only a metal salt by micfVWaVe irradiation･ even lfthe reaction is not carried out actuaMy･

This will become a ve,?, useful guideline to organic synthesis by micyvwave method･
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Figure l･ Our hand一made microwave organic synthes

apparatus ･
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octaklSOCtylthlOphthalocymlnatO Copper (C当S)SPcCu by mlCrOWaVe method

and oll bath method Ref Ooユ K, Maeda F, Ohta K, TaklZaWa T, Matsuse T

J Porph &Phtha/OcyanlneS 2005, 9 544

研究目的

我々はこれまでに､ Figure lに示した自作のマイクロ波照射による加熱装置を用いて､光伝導性演

晶半導体の高速合成を目指して研究を行ってきたo最初に､オクチルチオ基を導入したフタロシアニ

ン(C8S)8PcH2とその銅錯体(C8S)8PcCuの高速合成を検討したoその結果Figure 2に示したように､無

金属体の合成では､既存のオイルバス法に比べて反応時間は24hからげ15min程度と大幅に短縮され､

収率も向上した｡一方､銅の金属塩を添加した場合は､大幅な反応時間の短縮は認められたものの､

収率の向上は認められなかったoそこで次に､我々はこの金属塩の添加による収率への大きな影響に

着目し､その原因を明らかにすることを本研究の目的とした〇

一年間の研究内容と成果
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Figure 3･ Temperature of the solvent glycerin versus irradiation tlme Of microwave

after the metal salt addition.

マイクロ波照射による加熱

は､反応種の誘電率に大きな

影響を受けるo　しかし反応時

の高温の状態での､溶液中の

金属塩の誘電率を測定するの

は困難である｡そこで金属塩

と反応溶液であるグリセリン

の混合物へマイクロ波照射に

よる加熱を行い､温度の推移

から金属塩とマイクロ波の相

互作用の強さについて調査し

た｡また､それらの金属塩を用いてフタロシアニン金属錯体の合成を行い､マイクロ波と金属塩の相

互作用の強さと収率の関係について調べた｡

まずマイクロ波照射による加熱での､各金属塩とグリセリンの混合物の時間による温度推移をFigure

3に示す｡これをみると､金属塩ごとに温度の上がり方が異なる｡詳細にみていくと､銅塩では硫酸銅

の最高到達温度が一番高くなっており､ついで塩化銅､酢酸銅-水和物の順番で並んでいる｡亜鉛塩

とニッケル塩の場合は､塩化物塩の最高到達温度が一番高く､ついで硫酸塩､酢酸塩と並んでいる｡

カウンターアニオンが同じ金属塩同士で比べてみると､ニッケルの金属塩がどのカウンターアニオン

でも一番高い. Table lでは､各金属塩を用いた時の(C8S)8PcMのオイルバス法とマイクロ波法を用い

た時の最高収率を示している｡このうち､マイクロ波での加熱では温度の上がりが一番よかったニッ

ケル塩は､フタロシアニンの合成時に無金属体と金属錯体の混合物を与えるという特徴的な結果を示

した｡また､銅と亜鉛の金属塩の場合は､ Figure 3で示した実験結果で､より高い最高到達温度を示

したものほど高い収率を示すことがわかった｡これらの結果より､マイクロ波との相互作用が強いも

のほど､高い収率を示すことが明らかになった｡

Table 1. The highest yield of(C8S)8PcM by the microwave

method and the conventional oil ba血me血od.

-　The yle]d could not be ca)culated becouse the mlXture products of(C8S)8PcNl and (C8S)ぎPcH2

could not be separated

展望

以上の研究より､金属塩とジシア

ノ体の種類により､マイクロ照射に

よる反応溶媒のグリセリンの最高到

達温度に違いがあり､この最高到達

温度が高いほど､反応の収率が高く

なっていることを初めて明らかにし

た｡したがって､マイクロ波法での

収率の優劣は､実際に反応を行わな

くても反応溶媒の最高到達温度を比

較するによって予想できる｡これは

有機合成へマイクロ波法を導入する上で､非常に有用な指針になるだろう｡
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